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第
１
号
（

98年
５
月
）

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て

広
川
禎
秀

１

『
市
大
日
本
史
』
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

栄
原
永
遠
男
２

和
泉
市
小
田
町
地
域
調
査
報
告

Ⅰ
小
田
町
関
係
史
料

５

Ⅱ
髭
家
史
料
―
大
阪
市
立
大
学
・
和
泉
市
合
同
調
査
―

41

Ⅲ
解
説

小
田
町
調
査
と
小
田
町
関
係
史
料
に
よ
せ
て

塚
田
孝

175

小
田
の
座
に
つ
い
て

町
田
哲

182

小
田
町
共
有
文
書
に
つ
い
て

森
下
徹

202

史
料
編

217

史
料
デ
ー
タ

287

彙
報日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

298

一
九
九
六
・
七
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

316

第
２
号
（

99年
５
月
）

論
文飛
鳥
浄
御
原
令
と
大
宝
令
―
官
制
を
中
心
と
し
て
―

直
木
孝
次
郎
１

歴
史
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
断
想

―
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
に
ふ
れ
て
―

塚
田
孝

16

薬
種
中
買
仲
間
の
機
構
に
つ
い
て

渡
辺
祥
子

30

芸
備
国
衆
家
臣
団
一
覧
表

村
井
良
介

53

大
阪
府
和
泉
市
松
尾
寺
地
域
合
同
調
査
報
告

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
研
究
室

105

書
評仁
木
宏
著
『
空
間
・
公
・
共
同
体
―
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
―
』
塚
田
孝

170

山
陰
加
春
夫
著
『
中
世
高
野
山
史
の
研
究
』

金
泰
虎

173

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

178

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

182

一
九
九
八
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

189

第
３
号
（

00年
５
月
）

論
文恒
藤
恭
の
「
世
界
民
」
の
思
想

広
川
禎
秀

１

名
代
日
下
部
の
成
立
と
展
開

鷺
森
浩
幸

20

五
月
一
日
経
に
お
け
る
別
生
・
疑
偽
・
録
外
経
の
書
写
に
つ
い
て

山
下
有
美

44

国
譲
り
神
話
の
解
釈
に
つ
い
て

―
口
誦
句
分
析
か
ら
み
た
令
前
の
オ
ホ
ミ
ヤ
―

下
鶴
隆

74

大
阪
府
和
泉
市
福
瀬
町
地
域
合
同
調

査
報
告

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
研
究
室

100

書
評酒
井
紀
美
著
『
日
本
中
世
の
在
地
社
会
』

西
村
幸
信

169

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

175

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

179

一
九
九
九
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

187

第
４
号
（

01年
５
月
）

論
文天
平
宝
字
二
年
の
『
金
剛
般
若
経
』
書
写

―
入
唐
廻
使
と
唐
風
政
策
の
様
相
―

山
本
幸
男

１

―175―

『
市
大
日
本
史
』
総
目
次
（
第
１
号
～
第

25号
）



豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
歴
史
的
位
置

―
中
近
世
移
行
期
大
坂
研
究
の
課
題
―

仁
木
宏

21

近
世
畿
内
の
在
地
代
官
と
家
・
村
―
類
型
化
の
試
み
―

熊
谷
光
子

34

研
究
ノ
ー
ト

魚
梁
船
に
よ
る
物
流
と
経
営
の
構
造

岡
島
永
昌

67

史
料
紹
介
と
解
説

笠
井
家
家
法

中
田
有
紀

91

調
査
報
告

大
阪
市
帝
塚
山
古
墳
の
測
量
調
査

岸
本
直
文
・
森
オ
リ
江
・

江
角
啓
・
金
谷
健
一
・
向
田
一
成
・
奥
村
宏
美

122

大
阪
府
和
泉
市
仏
並
町
小
川
地
域
合
同
調
査
報
告

合
同
調
査
実
行
委
員
会

146

書
評栄
原
永
遠
男
氏
の
古
代
史
研
究
に
つ
い
て

吉
田
晶

169

山
下
有
美
著
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』

春
名
宏
昭

179

交
流
の
広
場

文
化
財
行
政
の
変
化
と
新
た
な
試
み

安
村
俊
史

192

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

201

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

204

二
〇
〇
〇
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

214
第
５
号
（

02年
５
月
）

論
文前
方
後
円
墳
研
究
の
課
題

岸
本
直
文

１

申
詞
に
つ
い
て

酒
井
紀
美

15

菊
地
謙
一
の
戦
時
下
抵
抗

三
輪
泰
史

29

坂
本
新
田
の
成
立
と
構
造

町
田
哲

50

式
内
社
の
考
証
と
顕
彰
―
伴
林
氏
神
社
の
調
査
か
ら
―

遠
藤
慶
太

97

研
究
ノ
ー
ト

難
波
長
柄
豊
碕
宮
と
飛
鳥
浄
御
原
宮

―
大
極
殿
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―

積
山
洋

109

東
阪
本
町
合
同
調
査
報
告

合
同
調
査
の
記
録
と
成
果
の
概
要

合
同
調
査
実
行
委
員
会

120

和
泉
市
坂
本
寺
跡
出
土
の
軒
瓦

岸
本
直
文
・
田
中
大
介
・

高
志
こ
こ
ろ
・
阿
部
来
・
奥
村
宏
美

157

書
評塚
田
孝
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
大
坂
の
都
市
空
間
と
社
会
構
造
』

井
戸
田
史
子

182

塚
田
孝
著
『
身
分
論
か
ら
歴
史
学
を
考
え
る
』

大
黒
俊
二

191

日
本
史
研
究
室
の
思
い
出

歴
史
学
教
室
発
足
時
の
回
想

直
木
孝
次
郎

195

私
に
と
っ
て
の
大
阪
市
立
大
学
教
室

河
音
能
平

201

交
流
の
広
場

今
に
問
う
教
職
の
性

格
、
顧
み
る
戦
後
新
制
教

育

―
二
度

目
の
五
日
制
に
ざ

わ
め
く
高

校
現
場
か
ら
―

大
森
実

204

歴
史
学
と
歴
史
教

育
―
一
高

校
教
師
の
立

場
か
ら
―

勝
男

義
行

211

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

219

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

222

二
〇
〇
一
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

233

総
目
次
（
第
１
号
～
第
５
号
）

234

第
６
号
（

03年
５
月
）

論
文天
武
天
皇
の
複
都
制
構
想

栄
原
永
遠
男

１

中
世

荘
園
の
荘
務
執
行
と

そ
の

請
負
主

体

―
院
政
期
の

沙
汰
人
を
め
ぐ
っ
て
―

高
橋
一
樹

13

近
世

初
期
有

力
農
民
の
社
会
関
係

―
近
江

国
愛
知
郡
下
平
流
村
山
田

庄
兵
衛
家
を
素
材
に
―

渡
辺

恒
一

29

今
堀
日
吉
神
社
文
書
の
村

掟
と
そ
の

署
判

西
村

幸
信

47

明
治
維
新
期
大
阪
の
都
市
政

策
に
関
す
る
一
考
察

―
『
明
治

初
年
大
阪

西
大
組
大
年
寄
日
記
』
を
中

心
に
―

中
村
春
樹

63

元
明
天
皇

譲
位
の

意
義
―
「
不

改
常
典

」
法
を
手
が
か
り
に
―

中
橋

玲
子

87

研
究
ノ
ー
ト
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中
世
後
期
地
域
権
力
論
研
究
の
視
角

古
野
貢

107

和
泉
市
黒
石
町
合
同
調
査
報
告

合
同
調
査
の
記
録
と
成
果
の
概
要

合
同
調
査
実
行
委
員
会

122

史
料
紹
介
・
藤
原
（
武
久
）
家
文
書

日
本
史
講
読
Ⅲ
グ
ル
ー
プ

159

書
評河
音
能
平
著
『
大
阪
の
中
世
前
期
』

天
野
忠
幸

179

交
流
の
広
場

博
物
館
行
政
の
変
化
と
今
後

土
橋
誠

183

編
集
者
と
な
っ
て
「
大
学
時
代
」
を
振
り
か
え
る

大
道
玲
子

187

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

191

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

194

二
〇
〇
二
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

205

第
７
号
（

04年
５
）

論
文仏
並
縄
文
集
落
の
変
遷

大
野
薫

１

東
西
市
に
お
け
る
計
量
と
度
量
衡
制

―
関
市
令

14官
私
権
衡
条
・

15用
称
条
に
関
す
る
一
考
察
―

大
隈
亜
希
子

11

昭
和
戦
前
期
の
大
阪
に
お
け
る
映
画
興
行

高
岡
裕
之

24

六
条
八
幡
宮
か
ら
み
た
室
町
期
京
都

大
村
拓
生

53

一
九
世
紀
三
田
尻
六
ヶ
所
塩
田
に
つ
い
て

山
下
聡
一

76
貝
塚
寺
内
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
近
世
の
由
緒
書
を
中
心
に
―

上
畑
治
司

109

和
泉
市
春
木
川
町
合
同
調
査
報
告

合
同
調
査
の
記
録
と
成
果
の
概
要

合
同
調
査
実
行
委
員
会

132

山
間
の
村
の
生
活
―
春
木
川
町
の
合
同
調
査
―

二
〇
〇
三
年
度
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
塚
田
孝
担
当
）
受
講
生
有
志

165

書
評河
音
能
平
著
『
天
神
信
仰
の
成
立
―
日
本
に
お
け
る
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
―
』

竹
居
明
男

201

山
本
幸
男
著
『
写
経
所
文
書
の
基
礎
的
研
究
』

黒
田
洋
子

207

『
向
陵
記
―
恒
藤
恭
一
高
時
代
の
日
記
―
』

―
ビ
ル
ド
ゥ
イ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン
と
し
て
の
『
向
陵
記
』
―

古
澤
夕
起
子

215

木
村
茂
光
編
『
雑
穀
―
畑
作
農
耕
論
の
地
平
』

小
倉
英
樹

221

河
音
能
平
先
生
を
偲
ぶ

広
川
禎
秀

225

交
流
の
広
場

国
立
国
会
図
書
館

で
働
い
て

桧
山

未
帆

229

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

233

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

237

二
〇
〇
三
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

250

第
８
号
（

05年
５
月
）

論
文与
力
時
代
の
大
塩
平
八

郎
と
病

気
相
蘇
一
弘

１

中
世
中
後
期
の
和

泉
国
大
津
・
府
中
地
域

廣
田
浩
治

13

大
嘗
祭
の
発
展
過
程
―
新
嘗
祭
か
ら
践
祚
大
嘗
祭
へ
の
展
開
―

岩
宮
隆
司

38

文
部
大
臣
西
園
寺
公
望
の
文
教
政
策

張
智
慧

54

鉄

〓の
規
格
性
と
そ
の
性
格

森
オ
リ
江

77

和
泉
市
国
分
町
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
国
分
町
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

104

和
泉
国
分
寺
跡
と
出
土
瓦

岸
本
直
文
・
彦
坂
め
ぐ
み
・
阪
井
田
耕
司

132

書
評町
田

哲
著
『
近
世
和

泉
の
地
域

社
会

構
造
』

岩
城

卓
二

147

塚
田
孝
編
『
大
阪
に
お
け
る
都
市
の
発
展
と
構
造
』

河
野

未
央

158

高
橋
一
樹
著
『
中
世

荘
園
制
と

鎌
倉
幕
府
』

前
田

徹

167

交
流
の
広
場

史
料

は
な
ぜ
あ
つ
ま
ら
な
い
の
か

？

―
経

験
か
ら
考
え
た
日
本
史
研
究
者
の

説
明
責

任
―

印
藤
昭
一

173

変
わ
り
ゆ
く
農
村
の

景
観

―
鹿
児
島
県
曽
於
郡
有
明
町
の
現

状
に
つ
い
て

東
徹
志

179

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

183
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日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

187

二
〇
〇
四
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

197

第
９
号
（

06年
５
月
）

論
文今
後
の
恒
藤
恭
研
究
の
課
題
に
つ
い
て

広
川
禎
秀

１

終
末
期
古
墳
の
展
開

安
村
俊
史

７

文
化
受
容
に
お
け
る
唐
と
日
本
と

遠
藤
慶
太

18

近
世
和
泉
の
大
工
組
と
「
働
場
所
」

町
田
哲

40

近
世
中
期
に
お
け
る
天
王
寺
楽
所
の
構
造
と
四
天
王
寺

山
崎
竜
洋

67

戦
後
に
お
け
る
佐
々
木
惣
一
の
平
和
論

伊
崎
文
彦

98

和
泉
市
池
上
町
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
池
上
町
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

124

史
料
か
ら
見
え
る
近
世
池
上
村
の
二
、
三
の
側
面

二
〇
〇
五
年
度
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
塚
田
孝
担
当
）
受
講
生

155

書
評広
川
禎
秀
著
『
恒
藤
恭
の
思
想
史
的
研
究
』

上
野
輝
将

180

西
宮
秀
紀
著
『
律
令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』

榎
村
寛
之

187

栄
原
永
遠
男
・
仁
木
宏
遍
『
難
波
宮
か
ら
大
坂
へ
』

江
浦
洋

195

和
泉
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
横
山
と
槇
尾
山
の
歴
史
』

武
部
愛
子

202

広
川
禎
秀
先
生
の
退
任
を
記
念
し
て

井
上
淑
子
・
大
森
実
・
佐
賀
朝
・
張
智
慧

212
広
川
禎
秀
先
生
略
歴
主
要
著
作
目
録

219
交
流
の
広
場

歴
史
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
断
想

ダ
ニ
エ
ル
ボ
ツ
マ
ン

222

大
学
院
の
世
界

マ
ー
レ
ン
エ
ー
ラ
ス

228

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
働
い
て

坂
本
あ
ゆ
み

232

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

235

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

239

二
〇
〇
五
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

247

会
務
報
告

248

第

10号
（

07年
５
月
）

市
大
日
本
史
学
会

10年

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
一
〇
周
年
記
念
特
集
に
あ
た
っ
て

１

日
本
史
研
究
室
の
あ
ゆ
み
（
～

06年
度
）

２

市
大
日
本
史
学
会
の
一
〇
年
と
こ
れ
か
ら

20

一
〇
年
の
研
究
活
動

30

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
研
究
室
の
思
い
出

46

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
研
究
室
に
学
ぶ

53

『
市
大
日
本
史
』
第
１
号
～
第

10号
総
目
次

60

論
文中
世
人
は
裁
判
で
何
を

争
っ
た
か

大
山

喬
平

65

嵯
峨
王
権
論
―
婚
姻
政
策
と
橘

嘉
智
子
の
立
后
を
手

が
か
り
に
―

中
林

隆
之

83

総
動
員

体
制
と

地
域
社
会
―
尼
崎
を
事
例
に
―

佐
賀
朝

113

中
世
山

間
地
域
に
お
け
る
生
業
の
展
開

山
口
大
輔

129

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
上

代
町
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

162

書
評大
村

拓
生
著
『
中
世

京
都
首
都
論
』

堀
内

明
博

202

渡
辺
祥
子
著
『
近
世
大
坂

薬
種
の
取

引
構
造
と
社
会
集
団
』

西
坂

靖

209

交
流
の
広
場

語
学
教
育
と
私

本
城

桃
子

213

福
井
豪
雨
・
白
山
平
泉
寺

阿
部

来

216

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

219

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

224

二
〇
〇

六
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

233

会
務
報
告

234

第

11号
（

08年
５
月
）

特
集
・
和
泉
市
合
同
調
査

10年
―
地
域
史
の
思
想
と
方
法
―

地
域
史
の
思
想
と
方
法

塚
田
孝

１

『市大日本史』総目次

―178―



地
域
の
方
法
と
合
同
調
査

町
田
哲

７

和
泉
市
史
編
さ
ん
事
業
と
合
同
調
査

森
下
徹

13

上
代
町
の
調
査
と
和
泉
の
近
世
村
落

三
田
智
子

20

論
文経
巻
調
査
の
意
義
―
既
多
寺
大
智
度
論
の
事
例
―

竹
本
晃

29

永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
に
つ
い
て

山
陰
加
春
夫

43

近
世
大
坂
生
玉
神
社
に
お
け
る
社
家
仲
間

山
下
聡
一

57

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
池
田
下
町
泉
財
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

78

池
田
下
地
域
の
古
代
・
中
世

新
谷
和
之
・
高
津
浩
司
・
濵
道
孝
尚
・
前
田
学

119

門
林
啓
三
氏
所
蔵
文
書
の
油
稼
ぎ
関
係
史
料
に
つ
い
て

日
本
史
講
読
Ⅲ
（
担
当
塚
田
孝
）
受
講
生
・
久
角
健
二

140

遠
藤
慶
太
著
『
平
安
勅
撰
史
書
研
究
』

小
倉
慈
司

169

山
陰
加
春
夫
著
『
中
世
寺
院
と
「
悪
党
」
』

小
倉
英
樹

178

西
村
幸
信
著
『
中
世
・
近
世
の
村
と
地
域
社
会
』

池
亨

184

交
流
の
広
場

大
学
講
師
に
な
っ
て
二
年
間

張
智
慧

192

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
ん
で
る
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す

綾
田
陽
子

194

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

199

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

204

二
〇
〇
七
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

213
会
務
報
告

214

第

12号
（

09年
５
月
）

論
文日
本
古
代
の
個
別
経
営
に
関
す
る
諸
問
題

―
大
宝
二
年
御
野
国
戸
籍
を
素
材
と
し
て
―

吉
田
晶

１

墓
制
か
ら
見
た
弥
生
時
代
の
近
畿
北
部

肥
後
弘
幸

41

室
町
幕
府
―
守
護
体
制
下
の
分
国
支
配
構
造

―
細
川
京
兆
家
分
国
丹
波
国
を
事
例
に
―

古
野
貢

57

平
安
時
代
中
期
の
国
家
思
想
決
定
と
権
力
構
造

坂
本
祐
里

86

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
池
田
町
の
四
町
会
（
中
村
・
久
保
出
・
願
成
・
山
深
）

に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

118

泉
州
池
田
下
村
山
深
の

座
と
寺
に
つ
い
て
―
文

政
期
の
二
つ
の
争
論
か
ら
―

久
角
健
二
・
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
担
当
塚
田
孝
）
受
講
生

159

書
評古
野
貢
著
『
中
世
後
期
細
川
家
の
権
力
構
造
』

小
谷

利
明

181

『
和
泉
市
の
歴
史

２
松

尾
谷
の
歴
史
と
松
尾
寺
』

古
市
晃

186

交
流
の
広
場

日
本

留
学
と

そ
の
後

マ
ー
ク

シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー

194

大
学
史

資
料
室
の
大
学

ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想

田
中

ひ
と

み

196

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

201

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

208

二
〇
〇

八
年
度

博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

219

会
務
報
告

220

第

13号
（

10年
５
月
）

講
演難
波
宮
か
ら
藤

原
宮
へ

―
日
本
古
代

宮
都
の
成

立
過
程
を
め
ぐ
っ
て
―

中
尾

芳
治

１

論
文韓
半
島
南
部
地
域
に
お
け
る

初
期
造
瓦

技
術
の
導
入

、
普
及
と
そ
の
背
景

―
百
済
、
新
羅
の
初
期
造

瓦
技

術
と

仏
教
―

清
水

昭
博

18

三
好
氏
と

戦
国
期
の
法

華
宗

教
団

―
永

禄
の
規
約
を
め
ぐ
っ
て
―

天
野

忠
幸

33

近
世
大
坂
の

漁
業
と
川

魚
流
通

―
西
成

郡
漁
師
方
五
か
村

組
合
を
中

心
に
―

八
木

滋

54

戦
国
期

六
角
氏
の
地
域
支
配
構
造

―
地
方
寺
社

へ
の
関

与
を
手

掛
か
り
に
―

新
谷
和
之

78

近
世
泉

州
泉
郡
平
野
部
に
お
け
る

水
利
と
生
産

―
池
上
村
の

稲
・
綿
輪
作
を
素
材
と
し
て
―

齊
藤

紘
子

114
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和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
納
花
町
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

137

納
花
村
お
よ
び
周
辺
の
開
発
史

大
久
保
光
機
・
川
名
俊
・
白
井
翔
太
郎

谷
口
拓
・
西
岡
侑
子
・
湯
峯
愛

171

泉
州
納
花
村
に
お
け
る
村
落
生
活
の
一
側
面
―
森
医
院
所
蔵
史
料
の
検
討
か
ら
―

久
角
健
二
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
担
当
塚
田
孝
）
受
講
生

192

書
評安
村
俊
史
著
『
群
集
墳
と
終
末
期
古
墳
の
研
究
』

関
本
優
美
子

216

古
市
晃
著
『
日
本
古
代
王
権
の
支
配
論
理
』

仁
藤
敦
史

224

佐
賀
朝
著
『
近
代
大
阪
の
都
市
社
会
構
造
』

島
田
克
彦

236

広
川
禎
秀
編
『
近
代
大
阪
の
地
域
と
社
会
変
動
』

藤
井
正
太

246

交
流
の
広
場

大
阪
市
立
大
学
で
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
研
修

後
藤
雅
知

257

「
編
集
事
務
」
と
い
う
仕
事

矢
野
治
世
美

261

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

264

近
藤
義
郎
先
生
蔵
書
の
大
阪
市
大
へ
の
寄
贈

272

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

274

二
〇
〇
九
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

285

会
務
報
告

286

第

14号
（

11年
５
月
）

論
文近
世
身
分
社
会
の
再
把
握

―

19世
紀
・
都
市
大
坂
の
非
人
と
町
方
―

塚
田
孝

１

白
山
平
泉
寺
旧
境
内
の
復
元
の
試
み

―
考
古
学
と
地
籍
図
研
究
か
ら
―

阿
部
来

11

大
阪
湾
岸
新
田
地
帯
の
近
代

―
尼
崎
沿
岸
部
を
中
心
に
―

島
田
克
彦

33

律
令
良
賤
制
下
の
奴
婢
の
存
在
形
態

―
大
宅
朝
臣
可
是
麻
呂
の
貢
進
奴
婢
を
中
心
に
―

小
倉
道
子

59

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
冨
秋
町
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

89

明
治
～
大
正
期
の
奥
野
徳
太
郎
家
と
信
太
周
辺
地
域
の
諸

相

―
奥
野
紀
代
子
所
蔵
文
書
の
検
討
か
ら
―

藤
井
正
太

日
本
史
演

習
Ⅳ
（
担
当
佐
賀
朝
）
受
講
生

121

書
評『玉
手
山
１
号
墳
の
研
究
』

安
村
俊
史

147

仁
木
宏
著
『
京
都
の
都
市
共
同
体
と
権
力
』

高
谷
知
佳

154

天
野
忠
幸
著
『
戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』

久
保
健
一
郎

160

塚
田
孝
著
『
近
世
身
分
社
会
の
捉
え
方
』

テ
ィ
モ
シ
ー
エ
イ
モ
ス

167

新
刊
紹
介

「
熟
覧
」
、
そ
の
情
熱
と
論
理

―
栄
原
永
遠
男
『
万
葉
歌
木
簡
を
追
う
』
―

村
田
正
博

174

栄
原
永
遠
男
先
生
の
退
任
を
記
念
し
て

最
終
講
義
な
ら
び
に
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

実
行
委
員
会

178

塚
田
孝
・
松
本
啓
子
・
鷺
森
浩
幸
・
藤
田
道
子
・
濱
田
延
充
・
清
水
昭
博

遠
藤
慶
太
・
竹
本
晃
・
後
藤
真
・
桑
原
祐
子
・
酒
井
健
治
・
渡
部
陽
子

181

記
事大
阪
市
立
大
学
の
難
波
宮
「
出
土
第
一
号
」
瓦

岸
本
直
文

192

交
流
の
広
場

今
生
き
て
い
る
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

安
部
圭
助

201

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

野
々
村
有
紗

203

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

206

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

213

二
〇
一
〇
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

225

会
務
報
告

226

第
15号

（

12年
５
月
）

論
文五
世
紀
に
お
け
る
茅
淳
の
王
宮

古
市
晃

１

戦
国
期
摂
河
泉
に
お
け
る
本
願
寺
の
地
域
編
成
に
つ
い
て

大
澤
研
一

19

信
太
明
神
社
と
信
太
郷
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―
宝
暦
期
の
社
僧
・
社
家
・
氏
子
間
争
論
―

三
田
智
子

43

中
世
後
期
の
地
域
社
会
に
お
け
る
地
方
寺
社
の
存
在
形
態

―
若
狭
国
遠
敷
郡
を
事
例
に
―

湯
峯
愛

66

近
世
大
坂
天
満
宮
の
境
内
証
人
と
西
側
茶
屋
仲
間

屋
久
健
二

96

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
尾
井
町
に
お
け
る
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

116

史
料
紹
介

蔭
凉
寺
と
地
域
社
会
―
「
山
門
要
用
留
書
」
に
見
る
―

二
〇
一
一
年
度
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
塚
田
孝
担
当
）
受
講
生
山
下
聡
一

157

書
評塚
田
孝
編
『
身
分
的
周
縁
の
比
較
史
―
法
と
社
会
の
視
点
か
ら
―
』
海
原
亮

178

栄
原
永
遠
男
著
『
日
本
古
代
銭
貨
研
究
』

高
橋
照
彦

190

和
泉
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

『
和
泉
市
の
歴
史
３
地
域
叙
述
編
池
田
谷
の
歴
史
と
開
発
』

多
和
田
雅
保

198

交
流
の
広
場

日
本
滞
在
の
間
、
学
ん
だ
こ
と
、
考
え
た
こ
と

―
大
阪
市
立
大
学
で
の
経
験
を
中
心
に
―

ス
ザ
ン
ヌ
ゲ
イ

208

森
で
迷
子
…
海
外
か
ら
見
た
日
本
古
代
史

ブ
ラ
イ
ア
ン
ロ
ゥ

211

大
学
で
の
経
験
と
私
の
仕
事

浅
田
尚
子

217

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

220

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

227
二
〇
一
一
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

239
会
務
報
告

240

第

16号
（

13年
５
月
）

論
文農
兵
の
歴
史
的
意
義
―
暴
力
の
連
続
体
へ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
―

デ
ビ
ッ
ド
ハ
ウ
エ
ル

１

帝
紀
と
フ
ル
コ
ト
―
『
古
事
記
』
序
文
読
解
の
試
み
―

下
鶴
隆

12

一
五
世
紀
に
お
け
る
淀
川
水
系
の
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
社
会

―
応
永
一

九
年
北
野
社
一
切
経
書
写
を
手
が
か
り
に
―

大
村

拓
生

36

近
世
・

播
磨
加
古
郡

新
野
辺
村
に
お
け
る
酒
造

稼
（

出
稼
）
の
展
開

羽
田

真
也

55

近
世

柳
井
津
の
醤
油
屋
仲
間
と
地
域
市

場
久
角
健
二

81

律
令
制
下
の
地
方

支
配
と
律
令

制
度

―
租
税
収
取
の
実
態
を

通
じ
て
―

茅
野

優
美
子

100

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
和

気
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

136

近
世
後
期
の
和

気
村
と
座

二
〇
一
二
年
度
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
塚
田
孝
担
当
）
受
講
生
・
三

回
生
有
志

173

書
評戦
国
期
地
域

権
力
の
視

角
と
方
法

―
村
井
良
介
『
戦
国
大

名
権
力

構
造
の
研
究
』
を
読

む
池

享

193

清
水
昭
博
著
『
古
代
日

韓
造
瓦
技

術
の

交
流
史
』

亀
田
修
一

204

新
刊
紹
介

『
河
音
能
平
著
作
集
』

仁
木

宏

208

交
流
の
広
場

生
活
世
界
と
歴
史
意

識
に
つ
い
て
の
覚
え
書

き
渡
辺

恒
一

210

人
生
の

回
り
道
で
得
た
も
の

藤
本

誉
博

213

「
目
線
」
を

問
い
な
お
す

上
原

光
真
子

215

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

218

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

225

二
〇
一
二
年
度

博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

239

会
務
報
告

240

第

17号
（

14年
５
月
）

論
文弥
生
土
器
様
式
の
変
化
の
持
つ
意
味

―
畿
内
第
五
様
式
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―

濱
田

延
充

１

戦
国
大

名
分
国
に
お
け
る

領
主
層
の
編
成
原
理
を
め
ぐ
っ
て

村
井

良
介

14

近
世
和
泉
の

村
落
社
会
に
お
け
る

飢
餓
と
「
困
窮
人
」

―
寛
政
～
文
化
期
の
池

上
村
を
中
心
に
―

齊
藤

紘
子

40
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島
津
氏
の
財
政
構
造
と
豊
臣
政
権

桐
山
浩
一

59

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
伯
太
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

74

近
世
伯
太
村
の
寺
と
座

二
〇
一
三
年
度
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
塚
田
孝
担
当
）
受
講
生
・
三
田
智
子

111

書
評吉
田
伸
之
・
佐
賀
朝
編
『
シ
リ
ー
ズ
遊
郭
社
会
（
１
）
（
２
）
』

吉
元
加
奈
美

127

塚
田
孝
著
『
大
坂
の
非
人
―
乞
食
・
四
天
王
寺
・
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
―
』

ジ
ョ
ン
ポ
ー
タ
ー

136

熊
谷
光
子
著
『
畿
内
・
近
国
の
旗
本
知
行
と
在
地
代
官
』

塚
田
孝

149

新
刊
紹
介

天
野
忠
幸
編
『
戦
国
遺
文
三
好
氏
編
第
一
巻
』

岡
田
謙
一

155

仁
木
宏
・
天
野
忠
幸
監
修
『
本
興
寺
文
書
』
第
一
巻
（
本
興
寺
編
）
楞
野
一
裕

157

交
流
の
広
場

地
域
の
現
状
に
関
す
る
若
干
の
私
見

堀
純
一
朗

161

習
慣
は
第
二
の
天
性

屋
久
健
二

163

地
方
新
聞
社
に
勤
務
し
て

大
久
保
光
機

166

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

170

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

178

二
〇
一
三
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

191

会
務
報
告

192
第

18号
（

15年
５
月
）

講
演江
戸
と
薪
―
巨
大
城
下
町
の
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
―

吉
田
伸
之

１

論
文文
化
前
代
の
難
波
―
難
波
宮
下
層
遺
跡
を
中
心
に
―

積
山
洋

12

畿
内
の
灌
漑
整
備
と
行
基

―
畿
内
郡
司
層
に
関
す
る
一
試
論
―

磐
下
徹

34

天
保
期
に
お
け
る
門
林
家
一
統
と
佐
五
平
家

―
住
吉
講
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て
―

島
﨑
未
央

50

信
太
山
丘
陵
を
め
ぐ
る
軍
隊
と
地
域
社
会

―
信
太
山
演
習
場
解
放
運
動
を
中
心
に
―

森
下
徹

72

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
芦
部
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

94

近
世
今
在
家
村
の
座
・
講
・
寺

齊
藤
紘
子
二
〇
一
四
年
度
日
本
史
講
読
Ⅲ
（
塚
田
孝
担
当
）
受
講
生

132

書
評和
泉
市
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
和
泉
市
の
歴
史
６
和
泉
市
の
考
古
・
古
代
・
中
世
』

濱
道
孝
尚
・
徳
満
悠
・
道
上
祥
武

149

積
山
洋
著
『
古
代
の
都
城
と
東
ア
ジ
ア
〈
大
極
殿
と
難
波
京
〉
』

岸
本
直
文

159

新
刊
紹
介

田
所
顕
平
著
『
近
代
地
域
社
会
の
教
育
願
望
と
学
校

―
和
歌
山
県
の
業
績
教
育
を
中
心
に
―
』

飯
田
直
樹

166

天
野
忠
幸
著
『
三
好
長
慶
』

平
井
上
総

169

交
流
の
広
場

障
が
い
福
祉
行
政
に
携
わ
っ
て

細
川
絵
美

172

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
／
文
化
関
係
職
員
と
い
う
仕

事
福
島
幸
宏

174

市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

う
つ
ぼ

29生
の

回
想

竹
中
哲
之
・
中
谷
昌
義

179

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

187

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

193

二
〇
一
四
年
度

博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

205

会
務
報
告

206

第

19号
（

16年
５
月
）

講
演被
災
史
料
保

全
か
ら
地
域
歴
史
遺

産
の
共
有
へ

―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
〇
年
か

ら
考
え
る
―

奥
村

弘
１

コ
メ
ン
ト

和
泉
市
合
同
調
査
の

経
験
を
振
り

返
る

―
市
大
日
本
史
学
会
大
会
・

奥
村
弘
氏
の
講
演
を
聞
い
て
―

齊
藤
紘
子

７

ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
の

記
録

佐
賀
朝

13
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論
文「
楽
市
」
再
考

―
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
歴
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
―

長
澤
伸
樹

16

周
防
国
柳
井
津
の
目
明
し
と
民
衆
世
界

―
金
屋
卯
兵
衛
直
訴
一
件
を
通
し
て
―

久
角
健
二

46

近
世
大
坂
の
開
発
と
社
会
＝
空
間
構
造

―
道
頓
堀
周
辺
を
対
象
に
―

塚
田
孝

65

研
究
ノ
ー
ト

戦
国
期
能
登
に
お
け
る
領
主
の
所
領
形
態
に
つ
い
て

―
「
能
登
内
浦
村
々
給
人
注
文
写
」
の
分
析
か
ら
―

川
名
俊

84

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
北
田
中
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

94

書
評塚
田
孝
・
佐
賀
朝
・
八
木
滋
編

『
近
世
身
分
社
会
の
比
較
史
法
と
社
会
の
視
点
か
ら
』

原
直
史

137

大
阪
市
立
大
学
豊
臣
期
大
坂
研
究
会
編
『
秀
吉
と
大
坂
』

宮
武
正
登

146

新
刊
紹
介

栄
原
永
遠
男
著
『
聖
武
天
皇
と
紫
香
楽
宮
』

亀
井
駿
輔

152

直
木
孝
次
郎
著
『
日
本
古
代
史
と
応
神
天
皇
』

古
市
晃

154

仁
木
宏
・
福
島
克
彦
編
『
近
畿
の
名
城
を
歩
く
』

岸
岡
貴
英

156

交
流
の
広
場

教
学
相
長
ず
る
教
育
現
場

石
岡
知
久

158
地
方
公
務
員
と
し
て
地
域
史
に
で
き
る
こ
と

谷
口
拓

160
市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

大
阪
市
大
文
学
部
日
本
史
は
人
生
の
次
元
を
ふ
や
し
て
く
れ
た

森
田
俊
彦

163

市
大
史
学
専
攻
一
学
徒
の
手
記

山
崎
道
哉

166

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

172

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

179

二
〇
一
五
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

191

会
務
報
告

192

第

20号
（

17年
５
月
）

市
大
日
本
史
学
会

20年

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会

20周
年
記
念
特
集
に
あ
た
っ
て

１

市
大
日
本
史
学
会

20周
年
に
寄
せ
て

２

日
本
史
研
究
室
の
歩
み
（

07年
度
～

16年
度
）

12

10年
の
調
査
研
究
活
動

23

交
流
の
広
場

41

日
本
史
研
究
室
に
学

ぶ

53

『
市
大
日
本
史
』

第

11号
～
第

20号
総
目
次

61

講
演文
化
遺
産
と
地
域
の

未
来

杉
本
宏

67

関
連
報
告
地
域

住
民
に
と
っ
て
歴
史
・
文
化

財
と
は

渡
辺

恒
一

82

ミ
ニ
シ

ン
ポ
に
学

ぶ
岸
本
直
文

87

論
文奈
良
時
代
写

経
所
の
空
間
構
造
―
〈

座
席
論
〉
の
試
み
―

渡
部

陽
子

88

天
保
期
堺
に
お
け
る

油
市
場

設
定
と
地
域
社
会

島
﨑

未
央

103

大
坂
の

傾
城
町

：

新
町

吉
元
香

奈
美

119

和
泉
市
合
同
調
査

和
泉
市

肥
子
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

135

書
評栄
原
永
遠
男
編
『
正

倉
院
文
書
の
歴
史
学
・
国

語
学
的
研
究

―
解
移
牒
案
を
読
み
解
く
―
』

矢
越

葉
子

167

塚
田
孝
編
『

都
市
社
会
史
の
視
点
と
構

想
〈
法
・
社
会
・
文
化

〉
』

渡
辺

祥
子

174

新
刊
紹
介

村
井

良
介
著
『
戦
国
大
名
論

暴
力
と
法
と
権

力
』

川
岡

勉

184

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

187

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

193

二
〇
一

六
年
度

博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

203

会
務
報
告

204
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第

21号
（

18年
５
月
）

【
特
集
】
共
同
の
営
為
と
し
て
の
歴
史
学
―
市
大
日
本
史
こ
こ

10年
の
歩
み
か
ら
―

開
催
趣
旨

佐
賀
朝

１

市
大
考
古
学
の
営
為
と
日
本
史
研
究

岸
本
直
文

２

市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ

磐
下
徹

10

大
阪
市
大
に
お
け
る
中
世
史
研
究
の
二
〇
年

仁
木
宏

15

「
歴
史
学
の
方
法
を
め
ぐ
る
断
想
」
か
ら
二
〇
年

―
都
市
史
・
地
域
史
・
国
際
交
流
―

塚
田
孝

22

合
同
調
査
の
こ
こ
一
〇
年
と
私
の
地
域
史
研
究

佐
賀
朝

30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共
同
の
営
為
と
し
て
の
歴
史
学

―
市
大
日
本
史
こ
こ
一
〇
年
の
歩
み
か
ら
―
」
に
よ
せ
て

村
井
良
介

37

論
文近
世
大
坂
天
満
宮
の
社
家
仲
間
と
運
営

屋
久
健
二

40

小
川
正
子
の
晩
景
―
近
代
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
と
臨
床
医
―

松
岡
弘
之

54

日
本
の
近
世
社
会
の
特
質
と
史
料

―
和
泉
市
に
お
け
る
合
同
調
査
の
経
験
を
中
心
に
―

塚
田
孝

74

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
万
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

86

書
評中
尾
芳
治
・
栄
原
永
遠
男
編
『
難
波
宮
と
都
城
制
』

岸
本
直
文

131

新
刊
紹
介

塚
田
孝
著
『
大
坂
民
衆
の
近
世
史

―
老
い
と
病
・
生
業
・
下
層
社
会
』

田
坪
賢
人

139

栄
原
永
遠
男
編
『
館
長
と
学
ぼ
う
大
阪
の
新
し
い
歴
史
Ⅰ
』

山
田
邦
和

142

交
流
の
広
場

奈
良
県
王
寺
町
で
の
文
化
財
の
仕
事

岡
島
永
昌

146

教
室
の
な
か
の
「
歴
史
学
」

樋
原
愛

148

市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

大
阪
市
大
日
本
史
コ
ー
ス
の
思
い
出

秋
山
侃

151

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

156

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

162

二
〇
一
七
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

171

会
務
報
告

172

第

22号
（

19年
５
月
）

講
演歴
史
系
博
物
館
の
可
能
性
―
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
経
験
か
ら
久
留
島
浩

１

二
〇
一
八
年
大
会
の
久
留
島
浩
講
演
と
質
疑
に
つ
い
て

佐
賀
朝

25

論
文平
安
時
代
中
・
後
期
の
唐
人
来
着
と
日
本
海

―
越
前
と
若
狭
を
中
心
に
―

酒
井
健
治

29

近
世
京
都
の
薬
種
屋
仲
間
と
薬
種
流
通

渡
辺
祥
子

47

戦
国
期
京
郊

公
家
領
荘

園
に
み
る
社
会
変
容

―
山
城
国
久

我
荘
に
お
け
る
家

僕
と
土
豪
を
め
ぐ
っ
て
―

平
生
遠

62

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市

府
中
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

86

書
評磐
下
徹
著
『
日
本
古
代
の

郡
司
と
天
皇
』

蟹
江

友
和

119

新
谷
和
之
著
『
戦
国
期

六
角
氏
権
力
と
地
域
社
会
』

松
下
浩

127

長
澤
伸
樹
著
『
楽
市
楽
座
令
の
研
究
』

堀
新

134

三
田
智
子
著
『
近
世
身
分
社
会
の
村
落
構
造

―
泉
州
南
王
子
村
を
中
心
に
―
』

高
垣
亜
矢

141

記
事雲
雀
山
古
墳
群
と
糞
置
遺
跡
の
発
掘
資
料

岸
本
直
文

149

交
流
の
広
場

自
分
の
思
い
を

信
じ
て

関
梓

155

大
学
編

入
か
ら
の
一
〇
年
を

ふ
り
か
え
っ
て

北
嶋
奈
緒
子

158

市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

市
大
歴
史
学

（
日
本
史

）
時
代
の
回
想

田
中

譲

161

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

165

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

172
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二
〇
一
八
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

181

会
務
報
告

182

第
23号

（

20年
５
月
）

講
演大
江
卓
と
「
部
落
解
放
令
」
―
再
評
価
の
試
み

ダ
ニ
エ
ル
ボ
ツ
マ
ン

１

論
文古
代
畿
内
の
集
落
と
官
衙
の
成
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察

道
上
祥
武

17

戦
国
期
近
江
三
雲
氏
の
動
向
―
大
名
権
力
と
惣
国
一
揆
の
接
点
―

新
谷
和
之

39

幕
末
期
に
お
け
る
都
市
大
坂
の
御
用
宿

呉
偉
華

60

和
泉
市
合
同
調
査
報
告

和
泉
市
観
音
寺
町
に
お
け
る
歴
史
的
総
合
調
査

合
同
調
査
実
行
委
員
会

86

観
音
寺
と
観
音
寺
村
に
関
す
る
覚
書

谷
口
正
樹

117

史
料
紹
介

平
井
高
好
宛
て
杉
宗
長
書
状

新
谷
和
之

122

書
評春
田
直
紀
著
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』

村
上
絢
一

129

大
澤
研
一
著
『
戦
国
・
織
豊
期
大
坂
の
都
市
史
的
研
究
』

小
谷
利
明

138

齊
藤
紘
子
『
畿
内
譜
代
藩
の
陣
屋
と
幕
領
社
会
』

熊
谷
光
子

144

塚
田
孝
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都
大
坂
巻
』

別
曽
和
江

151

新
刊
紹
介

『
和
泉
市
の
歴
史
７
和
泉
市
の
近
世
』

山
下
聡
一

158
直
木
孝
次
郎
先
生
追
悼
の
つ
ど
い

直
木
孝
次
郎
先
生
の
人
と
学
問

栄
原
永
遠
男

161

「
直
木
孝
次
郎
先
生
追
悼
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て

榎
村
寛
之

198

交
流
の
広
場

逆
風
の
な
か
の
博
物
館
学
芸
員

小
橋
勇
介

182

国
立
公
文
書
館
の
役
割
に
つ
い
て

松
田
暁
子

184

市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

難
波
宮
の
調
査
と
大
阪
市
の
文
化
財
保
護

長
山
雅
一

186

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

195

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

202

二
〇
一
九
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

211

会
務
報
告

212

第

24号
（

21年
５
月
）

論
文写
経
所
の
施
設
と
そ
の
変
遷
（
上
）

栄
原
永
遠
男

１

能
登
畠
山
氏
の
権
力
編
成
と
遊
佐
氏

川
名
俊

25

近
代
日
本
に
お
け
る
馬
匹

徴
発
と
地
域
社
会

―
日
中
戦
争
～
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
を
中
心
に
―

松
鹿
彩
花

45

塚
田
孝
先
生
の
退
任
を
記
念
し
て

塚
田
孝
先
生
の
最
終
講
義
と
退
職
記
念
論
集
の
刊
行

日
本
史
学
教
室
・
退
職
記
念
論
集
刊
行
委
員
会

69

私
の
歴
史
研
究
―
大
阪
市
大
の
三
二
年
を
振
り
返
っ
て
―

塚
田
孝

73

熊
谷
光
子
・
屋
久
健
二
・
三
田
智
子
・
安
浪
皓
星
・
田
坪
賢
人
・
八
木
滋
・

渡
辺
祥
子
・
町
田
哲
・
山
下
聡
一

92

史
料
紹
介

大
阪
市
立
大
学
所
蔵
の
楢
崎
家
文
書
の
写
に
つ
い
て

村
井
良
介

107

書
評岸
本
直
文
著
『
倭
王
権
と
前
方
後

円
墳
』

青
木

敬

135

五
・
六
世
紀
の
中

央
権
力
と

地
域
編
成
を
ど
う
考
え
る
か

古
市

晃
著
『
国
家
形
成
期
の
王
宮
と
地
域
社
会

―
記
紀
・
風

土
記
の
再
解

釈
―
』

吉
松
大
志

143

大
阪
市
立
大
学
難
波
宮
研
究
会
編
『
難
波
宮
と
大
化

改
新
』

安
村
俊
史

152

塚
田
孝
著
『
日
本
近
世
の
都
市
・
社
会
・

身
分

―
身
分
的
周
縁
を
め
ぐ
っ
て
』

森
下

徹

159

安
村
俊
史
著
『
大
和
川
の
歴
史
―

土
地
に

刻
ま
れ

た
記

憶
―
』

岡
島
永
昌

165

交
流
の
広
場

分
野
の
か
け

は
し

竹
本

晃

171

学
芸
員
三
年

目
に
し
て

思
う
こ
と

徳
満

悠

173

市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

文
学
部
日
本
史

コ
ー
ス
卒
業
生
・
井

ノ
元
ほ
の
か
・
蟹
江

友
和
・
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山
﨑
公
輔
・
吉
田
芽
依
・
谷
口
正
樹
・
青
井
恵
理
香

176

彙
報日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

186

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

194

二
〇
二
〇
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
一
覧

201

会
務
報
告

202

第

25号
（

22年
５
月
）

講
演シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
比
較
中
世
文
書
論
の
構
築
を
め
ざ
し
て
」

仁
木
宏

１

日
欧
比
較
中
世
文
書
研
究
の
実
践
と
論
点

高
橋
一
樹

２

日
仏
比
較
中
世
文
書
論
の
た
め
に

向
井
伸
哉

23

論
文近
世
大
坂
の
都
市
域
の
拡
大
に
関
す
る
一
考
察

吉
元
加
奈
美

32

写
経
所
の
施
設
と
そ
の
変
遷
（
下
）

栄
原
永
遠
男

56

大
坂
大
工
組
の
身
分
内
法

田
坪
賢
人

77

近
代
大
阪
の
「
不
良
住
宅
地
区
」
に
お
け
る
健
康
と
救
療

井
ノ
元
ほ
の
か

97

研
究
余
録

山
城
国
槇
島
城
と
真
木
嶋
氏

藤
岡
琢
矢

117

「
馬
借
通
路
絵
図
」
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て

山
崎
竜
洋

123

史
料
紹
介

下
笠
文
書
（
大
阪
市
立
大
学
蔵
）

新
谷
和
之

128
新
刊
紹
介

古
市
晃
著
『
倭
国
古
代
国
家
へ
の
道
』

鷺
森
浩
幸

134

酒
井
紀
美
著
『
人
物
叢
書
経
覚
』

服
部
光
真

135

天
野
忠
幸
著
『
列
島
の
戦
国
４
室
町
幕
府
分
裂
と
畿
内
近
国
の
胎
動
』

福
島
克
彦

138

松
本
啓
子
著
『
世
界
を
旅
し
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器
』

岸
本
直
文

139

松
岡
弘
之
著
『
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
自
治
の
歴
史
』

井
ノ
元
ほ
の
か

142

仁
木
宏
・
磐
下
徹
編
著
『
歴
史
家
が
案
内
す
る
大
阪
』

北
川
央

145

記
事大
阪
市
立
大
学

140周
年
記
念
展
示
室
の
開
室

田
中
ひ
と
み
・
渡
部
陽
子

149

直
木
資
料
の
大
学
史
資
料
室

受
け

入
れ

渡
部
陽
子

155

交
流
の
広
場

大
阪
市
立
大
学
歴
史
学

教
室
２
２

０
井

上
誉

157

文
化
観
光
推
進
事
業
に

携
わ
っ
て

北
野

智
也

160

市
大
に
集
い
日
本
史
を
学
ぶ

文
学
部
日
本
史

コ
ー
ス
卒
業

生
・
原
大
樹
・
南
幸
希
・
家
治

清
真
・

白
石
博
則
・
阿
部
大

誠

163

市
大
日
本
史
総
目
次

日
本
史
研
究
室
だ
よ
り

187

日
本
史
研
究
室
関
係
者
業
績
一
覧

195

論
文
一
覧

203

会
務
報
告

204
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